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道徳 ２年１学期 

２年－No.1 すてきな学校① Ｃ よりよい学校生
活，集団生活の充実③ 

４月(１時間） 

ねらい 学校にいる様々な人たちと関わって生活することの楽しさに気付き，それらの
人たちに親しみをもって関わりを深めていこうとする道徳的実践意欲と態度を養
う。 

教材 わたしたちの学校（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，教材の「わたしたち」が，学校にいる先生や上級生にお世話になって
いることに気付く姿から，自分自身の学校にいる様々な人たちとの関わりについて
の問題意識をもつことができる。展開では，子どもたちは，教材の「わたしたち」
がお世話になっていることと，自分自身の経験とを照らして，具体的に自分の学校
にいる様々な人たちとの関わりを振り返り，学校生活を楽しく送れる理由に気付く
ことができる。終末では，挿絵を基に，これからの学校生活をより楽しくしたいと
いう意欲を高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教科書の「ゆたかなこころ」を読み， 
道徳の学習の仕方を知る。 

○入学前の学校生活への不安な気持ち
と，現在の気持ちとの違いを発表し合
い，学習課題「わたしたちは，どんな
人たちにお世話になって，学校で楽し
く過ごせているのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，学校にいる様々な人たちと
関わって生活することのよさについて，
自分との関わりで考えたりしたことを，
発言したり記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

・関連－児童会活動「おはよう活動」 

 
 
 
 
 
 

 

２年－No.2 すてきな学校② Ｂ 親切，思いやり③ ４月(１時間） 

ねらい 年下の子に優しくするためには，相手の気持ちを考えることが大切であること
に気付き，年下の子の気持ちを考えて優しく接しようとする道徳的判断力を養う。 

教材 学校たんけん（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，学校探検を成功させるために話合いをする主人公たちの姿から，２年
生として１年生に優しく接しようとする思いを高めることができるとともに，年下
の子に優しく接することについての問題意識をもつことができる。展開では，主人
公たちが１年生の時に，２年生がしてくれたこととその理由に着目して考えること
で，年下の子に優しくするためには，相手の気持ちを考えることが大切であること
に気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○１年生の時に２年生に優しくしてもら
った経験を発表し合い，学習課題「１
年生に優しくするためには，どんなこ
とに気を付けたらよいのだろう」をつ
かむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，年下の子の気持ちを考えて
接することの大切さについて，自分との
関わりで考えたりしたことを，発言した
り記述したりしている。 

  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

・関連－学校行事「１年生をむかえる会」，児童会活動「おはよう活動」 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.３ 気持ちのよい生活① Ａ 節度，節制⑤ ４月(１時間） 

ねらい 気持ちよく学校生活を送ることができるように，次にすることや時間を自分で
よく考えて学校生活を送りたいという道徳的心情を養う。 

教材 できるよ ポンタくん（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，学校生活の場面で，いけないと分かっていても，ついやり過ぎてしま
う主人公の姿から，学校で気持ちよく過ごすことの難しさについての問題意識をも
つことができる。展開では，給食や掃除，登下校の場面で，主人公が考えたことを
行ったときの気持ちに着目して考えることで，気持ちよく学校生活を送ることがで
きるように，次にすることや時間を自分でよく考えて学校生活を送ることのよさに
気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○休み時間や授業中の過ごし方を振り返
り，学習課題「次にすることや時間を
自分でよく考えて学校で生活をする
と，どんなよいことがあるのだろう」
をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，次にすることや時間を自分
でよく考えて学校生活を送ることのよ
さについて，自分との関わりで考えたり
したことを，発言したり記述したりして
いる。     ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－学校行事「交通安全教室」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.４ みんななかよし Ｂ 友情，信頼③ ５月(１時間） 

ねらい 苦手なことがある友達でも，その友達と助け合い，一緒に活動することの楽し
さに気付き，友達と仲よく生活したいという道徳的心情を養う。 

教材 およげない りすさん（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，泳げないからという理由で友達を置いていき，遊んでいても気持ちが
もやもやしている主人公の姿から，苦手なことがある友達と仲よくするために必要
なことについての問題意識をもつことができる。展開では，友達を背中に乗せてい
ったときの登場人物の気持ちを基に，友達と仲よくするために必要なものを考える
ことで,苦手なことがある友達でも，その友達と助け合い，一緒に活動することの楽
しさに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○友達と仲よくできたり，できなかった
りした経験を発表し合い，学習課題「苦
手なことがある友達と仲よくするため
には,何が必要なのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，友達と助け合い，活動する
ことのよさについて，自分との関わりで
考えたりしたことを，発言したり記述し
たりしている。 ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連―学校行事「リレー大会」 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.５ あいさつパワー ◎Ｂ 礼儀③ ５月(１時間） 

ねらい 挨拶をすることで相手に親しみがわき，よい人間関係を築くきっかけになるこ
とに気付き，進んで挨拶をして生活しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 たびに出て（わたしたちの道徳１・２年） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，挨拶をすることが面倒で旅に出たにも関わらず，進んで挨拶をするよ
うになる主人公の姿から，進んで挨拶をすることについての問題意識をもつことが
できる。展開では，あいさつのない島にいる時とあいさつ島にいる時の主人公の気
持ちの違いを，役割演技を通して考えることで，挨拶をすることで相手に親しみが
わき，よい人間関係を築くきっかけになることに気付き，進んで挨拶をしようとす
る意欲を高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○日常での自分の挨拶の様子を振り返
り，学習課題「挨拶にはどんなパワー
があるのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，進んで挨拶をして生活しよ
うとすることのよさについて，自分との
関わりで考えたりしたことを，発言した
り記述したりしている。 

  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－生活科「町たんけんに出かけよう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.６ いそいでいても Ｃ 規則の尊重③ ５月(１時間） 

ねらい 急いでいるときもきまりを守ることで，誰もが気持ちよく安心して過ごせるこ
とに気付き，一人一人がきまりを守って生活したいという道徳的心情を養う。 

教材 ろうかをあるいただけなのに（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，早く校庭に出て遊びたいために廊下を走り，下級生とぶつかりそうに
なってしまう主人公の姿から，急いでいるときにきまりを守れないことについての
問題意識をもつことができる。展開では，急いでいても廊下を歩こうと思い直しき
まりを守ることができた主人公の気持ちに着目しながら考えることで，一人一人が
きまりを守って生活することのよさに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○生活の中のきまりについて発表し合
い，学習課題「どうして，きまりをま
もるのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，一人一人がきまりを守って
生活することのよさについて，自分との
関わりで考えたりしたことを，発言した
り記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.７ 広がる心の温かさ Ｂ 親切，思いやり④ ５月(１時間） 

ねらい 親切にすることで，互いの心が温かくなったり，互いを思いやる気持ちが生ま
れたりすることに気付き，身近にいる人に親切にして生活したいという道徳的心
情を養う。 

教材 ぐみの木と 小鳥（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，自己の利害に関わらず，互いに親切にし合う登場人物たちの姿から，
親切にすることのよさについての問題意識をもつことができる。展開では，嵐で戸
惑う気持ちとそれでもリスに親切にしようとする小鳥の気持ちや，嵐の中のリスの
気持ちに着目して考えることで，相手に親切にすることで，互いの心が温かくなっ
たり，互いを思いやる気持ちが生まれたりすることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○身の回りの人に，親切にしたりされた
りした経験を発表し合い，学習課題「親
切にすると，どんなよいことがあるの
だろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，身近にいる人に親切にして
生活することのよさについて，自分との
関わりで考えたりしたことを，発言した
り記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.８ 気持ちのよい生活② Ａ 節度，節制⑥ ６月(１時間） 

ねらい 毎日の生活を健康で気持ちよく過ごすためには，身体や衣服の清潔さを保つこ
とが大切であることに気付き，洗面・歯磨き・手洗いなどを忘れず丁寧に行おう
とする道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 すっきりしたよ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，手洗いを丁寧に行わなければならないと分かっていても，いい加減に
行ってしまう主人公の姿から，健康に気を付けて過ごすことの難しさについての問
題意識をもつことができる。展開では，しっかり手を洗うようになった主人公の気
持ちに着目して考えることで，洗面・歯磨き・手洗いなどを忘れず丁寧に行おうと
する思いを高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○一日の中で，健康を守るために行って
いることを振り返り，学習課題「健康
に過ごすために大切なことは何だろ
う」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，洗面・歯磨き・手洗いなど
を忘れず丁寧に行うことのよさについ
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.９ みんなのために ◎Ｃ 勤労，公共の精
神② 

６月(１時間） 

ねらい 周りの人が気持ちよく過ごせるように，周りの人のことを考えて進んで仕事を
しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 きれいに なった ずこうしつ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，自分たちが使った図工室を，自分から進んで掃除をし始める主人公た
ちと自分とを比べながら感想や疑問を話し合うことで，自分から進んで働くことに
ついての問題意識をもつことができる。展開では，日常生活の中で進んで掃除を始
める友達を紹介し合い，その理由を聞いたり，散らかった図工室の場面絵を見た際
に思ったことを発表し合ったりすることで，周りの人のことを考えて進んで掃除を
すると，自分や周りの人が気持ちよく過ごせることに気付き，自分から進んで仕事
をしようとする意欲を高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，図工室を進んできれいに
する主人公たちについての感想や疑問
を話し合い，学習課題「掃除をするの
はなぜだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分から進んで働くことに
ついて，自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。      ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.10 地いきにつたわる行じ Ｃ  伝 統 と 文 化 の 尊
重，国や郷土を愛する
態度③ 

６月(１時間） 

ねらい 自分たちの住む地域には長く伝わる行事があり，人々が親しんできたことに気
付き，自分も行事に親しみをもって生活しようとする道徳的実践意欲と態度を養
う。 

教材 「やぎぶし」のれんしゅう（ぐんまの道徳１・２年） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，八木節の練習をだんだん好きになる主人公と自分とを比べながら，感
想や疑問を話し合うことで，自分たちの住む地域に長くから行事が伝わってきてい
ることについての問題意識をもつことができる。展開では，八木節の映像を見たり，
実際に踊ってみたりしながら考えることで，自分たちの住む地域には長く伝わる行
事があり，人々が親しんできたことに気付き，自分も行事に親しみをもって生活し
ようとする思いを高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，八木節の練習が好きにな
る主人公についての感想や疑問を話し
合い，学習課題「行事が長く続く理由
は何だろう」をつかむ。 

 

展開 ○実際に八木節踊りを体験し，学習課題
の解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，八木節が続いている理由に
ついて，自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。      ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

・音楽準備室に参考資料（音楽，映像）がある。 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.11 すなおなこころで A 正直，誠実③ ６月(１時間） 

ねらい うそやごまかしをすると，心が落ち着かなくなると気付き，正直で素直に生活
しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 ねこがわらった（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，学校から返されたテストの誤答についた三角を，丸に直そうとする主
人公の姿から，うそやごまかしをすることについての問題意識をもつことができる。
展開では，ごまかそうとしているところを見てねこがわらったように感じた主人公
の気持ちに着目しながら考えることで，うそやごまかしをすると心が落ち着かなく
なると気付き，正直で素直に生活しようとする思いを高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○うそやごまかしをした経験を振り返
り，学習課題「どうしてうそをつかな
い方がよいのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，正直で素直に生活すること
について，自分との関わりで考えたりし
たことを，発言したり記述したりしてい
る。      ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.12 せかいはつながる Ｃ 国際理解，国際親
善② 

７月(１時間） 

ねらい 世界には様々な国があることに気付き，他国やその国の人々や文化に親しもう
とする道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 オリンピックとパラリンピックのはた（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，オリンピックとパラリンピックに様々な国の人が参加していることか
ら，日本以外の国についての問題意識をもつことができる。展開では，興味のある
外国の人やその出身国について知っていることを紹介し合うことで，世界の国につ
いての親しみをもち，更に知ろうとする思いを高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○興味のある外国の人やその出身国につ
いて発表し合い，学習課題「世界の国
の人と仲よくなるには，どうしたらよ
いのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，外国や外国の人について，
自分との関わりで考えたりしたことを，
発言したり記述したりしている。  

    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・オリンピックとパラリンピックの開会式（閉会式）の映像や大会の様子が分かる画像を

用意するとよい。 
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道徳 ２年１学期 

２年－No.13 ともだちがいるから Ｂ 友情，信頼④ ７月(１時間） 

ねらい 楽しく充実した生活を送るために，友達と助け合って生活しようとする道徳的
心情を養う。 

教材 リレー大会（自作） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，ミスをしてしまって落ち込む友達を励まし，新たな目標に向かって協
力する主人公たちと，自分の経験とを比べながら，感想や疑問を話し合うことで，
友達と助け合うことのよさについての問題意識をもつことができる。展開では，ミ
スをしてしまった友達やそれを励ます友達，周りで見ていた友達の気持ちに着目し
ながら考えることで，友達と助け合って生活することで，楽しく充実した生活を送
れるようになることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○友達と励まし合ったことで失敗を乗り
越えて，みんなで協力し合う主人公た
ちについての感想や疑問を話し合い，
学習課題「友達がいるからできること
は何だろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，友達と助け合って生活する
ことについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したり記述したりし
ている。    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.14 家族のために 
Ｃ 家族愛，家庭生活
の充実② 

７月(１時間） 

ねらい 家の手伝いをすることで，家族の一員として役に立つ喜びを得ることができる
ことに気付き，自分にできる家の仕事を進んで手伝おうとする道徳的実践意欲と
態度を養う。 

教材 げんかんそうじ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，主人公が進んで手伝いを見付けて玄関掃除を行う姿から，家の仕事を
進んで行うことについての問題意識をもつことができる。展開では，主人公や家族
の気持ちに着目しながら考えることで，家の手伝いをすることで，家族の一員とし
て役に立つ喜びを得られることに気付き，自分にできる家の仕事を進んで手伝おう
とする意欲を高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○事前に行った家での仕事調べの結果を
発表し合い，学習課題「どうして自分
から家の仕事を手伝うとよいのだろ
う」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，進んで家の手伝いをするこ
とのよさについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述した
りしている。  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－学級活動「夏休みのめあてをつくろう」 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.15 ありがとう○○さん Ｂ 感謝③ ９月(１時間） 

ねらい 身の回りには，自分たちのためにお世話をしてくれている人たちがいることに
気付き，そのような人たちに感謝の気持ちをもって生活しようとする道徳的実践
意欲と態度を養う。 

教材 はたけの 先生（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，教材を基に自分たちの身の回りにいるお世話になっている人たちにつ
いての感想や疑問を話し合うことで，自分の身の回りでお世話をしてくれている人
に感謝の気持ちをもつことについての問題意識をもつことができる。展開では，お
世話をしてくれている人たちの気持ちに着目して考えることで，お世話になってい
る人に感謝の気持ちをもって生活しようとする思いを高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，自分たちの身の回りにい
るお世話になっている人たちについて
の感想や疑問を話し合い，学習課題「お
礼を伝えたい人は誰だろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，お世話になっている人に感
謝の気持ちをもって生活することにつ
いて，考えたりしたことを，発言したり
記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.16 一人一人を大切に 
Ｃ 公正，公平，社会
正義② 

９月(１時間） 

ねらい 集団の力を高め，誰もが伸び伸びと生活できるように，集団生活において，自
分の利害にとらわれずに，一人一人を大切にしようとする道徳的心情を養う。 

教材 のこぎり山の 大ぶつ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，遠足で歩くのが苦手なあかりさんに冷たくするが，後で自分の過ちに
気付いて行動を改める主人公と自分とを比べながら，その感想や疑問を話し合うこ
とで，集団生活において，自分の利害を優先し，相手に対して差別的な態度を取る
ことについての問題意識をもつことができる。展開では，あかりさんに文句を言っ
てしまった場合と声をかけた場合の主人公やあかりさん，周囲の友達の気持ちに着
目しながら考えることで，集団生活において，自分の利害にとらわれずに一人一人
を大切にすることで，集団の力が高まり，誰もが伸び伸びと生活できることに気付
くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，遠足の場面で歩くのが遅
い友達との関わり方についての感想や
疑問を話し合い，学習課題「『ぼく』
がはっとしたのは，どんなことに気付
いたからだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分の利害にとらわれずに
一人一人を大切にすることについて，自
分との関わりで考えたりしたことを発
言したり記述したりしている。    

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－学校行事「榛名湖畔オリエンテーリング」 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.17 なかよくしようよ Ｂ 友情，信頼⑤ ９月(１時間） 

ねらい 力を合わせて困難を乗り越えたり，一緒に楽しく生活したりすることができる
ように，いつでも友達と助け合って生活しようとする道徳的判断力を養う。 

教材 モムンと ヘーテ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，意地悪をしたヘーテと助け合って困難を乗り越える主人公と自分とを
比べながら感想や疑問を話し合うことで，友達と助け合おうとする気持ちについて
の問題意識をもつことができる。展開では，友達と助け合って生活する場合とそう
でない場合とを比較しながら考えることで，困難を乗り越えたり，楽しい気持ちで
生活したりするために，友達と助け合って生活することが大切だと気付くことがで
きる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，意地悪をしたヘーテと助
け合って困難を乗り越えようとする主
人公についての感想や疑問を話し合
い，学習課題「どうして友達と助け合
うのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，友達と助け合って生活する
ことについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したり記述したりし
ている。    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                                      

２年－No.18 あきらめないこころ 
◎Ａ 希望と勇気，努
力と強い意志② 

９月(１時間） 

ねらい あきらめずに努力し続けると，できなかったことができるようになる喜びが得
られると気付き，夢に向かってあきらめずに努力し続けようとする道徳的心情を
養う。 

教材 ぼくのゆめ －大前光市さんといっしょに－（「どうとく ゆたかなこころ」光文
書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，夢に向かって毎日ダンスの練習をするようになった主人公と自分とを
比べながら，感想や疑問を話し合うことで，夢に向かって練習し続けることへの問
題意識をもつことができる。展開では，事故で義足になっても夢に向かって練習し
続けた大前さんの気持ちや，毎日ダンスの練習をするようになった主人公の気持ち
に着目しながら考えることで，あきらめずに努力し続けると，できなかったことが
できるようになる喜びが得られると気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，毎日ダンスの練習をする
ようになった主人公についての感想や
疑問を話し合い，学習課題「主人公は
なぜ，ダンスを毎日練習するようにな
ったのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，夢に向かって努力し続ける
ことについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したり記述したりし
ている。    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.19 すがすがしい心 Ｄ 感動，畏敬の念② １０月(１時間） 

ねらい 様々な美しいものに感動することができる人の心に気付き，美しいものを感じ
取る道徳的心情を養う。 

教材 うつくしいもの，うつくしいこころ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，これまでに美しいと感じたものと教材の写真とを比べて，その感想や
疑問を話し合うことで，美しいと感じるものについての問題意識をもつことができ
る。展開では，それぞれの写真を見て美しいと感じた理由を伝え合うことで，人は
様々なものを美しいと感じることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材の写真を見て美しいと感じるもの
を発表し，その感想や疑問を話し合い，
学習課題「うつくしいとかんじるもの
は，どんなものだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，美しいと感じる心につい
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－学校行事「榛名湖畔オリエンテーリング」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.20 かぞくがいると 
Ｃ 家族愛，家庭生活
の充実③ 

１０月(１時間） 

ねらい 自分に対する家族の愛情や，そのあたたかさに気付き，家族を大切にしようと
する道徳的心情を養う。 

教材 あかりをかこんで（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，台風や地震に備えて停電の訓練をすることに感じていた不安が，家族
と過ごすうちに小さくなった主人公と自分とを比べながら，その感想や疑問を話し
合うことで，家族の存在についての問題意識をもつことができる。展開では，父母
や祖父母が自分の安全と成長を願って育ててくれていることに着目しながら考える
ことで，自分に対する家族の愛情や，そのあたたかさに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，家族と過ごすうちに不安
が減った主人公についての感想や疑問
を話し合い，学習課題「家族がいるよ
さは何だろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分と家族の関わりについ
て考えたりしたことを，発言したり記述
したりしている。＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－敬老の日 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.21 しんせつにするとよい気もち Ｂ 親切，思いやり⑤ １０月(１時間） 

ねらい 相手のことを考えて親切にすることのよさに気付き，進んで相手に親切にしよう
とする道徳的心情を養う。 

教材 小さな ゆきうさぎ（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，おさむくんのために雪うさぎを作って届ける主人公と自分とを比べな
がら，感想や疑問を話し合うことで，見返りを求めず，進んで相手に親切にするこ
とについての問題意識をもつことができる。展開では，きよみさん，おさむくん，
おさむくんのお母さんの気持ちに着目しながら考えることで，相手のことを考えて
親切にすることのよさに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，雪うさぎを作って届ける
主人公についての感想や疑問を話し合
い，学習課題「どうしてきよみさんは
おさむくんに自分から優しくしたのだ
ろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，進んで相手に親切にするこ
とのよさについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述した
りしている。  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.22 れいぎ正しく ◎Ｂ 礼儀④ １１月(１時間） 

ねらい 互いが明るい気持ちで生活するために，人間関係やその場の状況に関わらず気
持ちのよい挨拶をしようとする道徳的判断力を養う。 

教材 小さな できごと（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，迷いながらもおばさんに謝罪をした主人公と自分とを比べながら，感
想や疑問を話し合うことで，挨拶をすることの意義についての問題意識をもつこと
ができる。展開では，様々な「ごめんなさい」の言い方をした際の，おばさんと主
人公の役割演技を行い，それぞれの気持ちに着目して考えることで，互いが明るい
気持ちで生活するために，人間関係に関わらずその場にふさわしい挨拶をすること
が大切であることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，おばさんに謝罪をする主
人公についての感想や疑問を話し合
い，学習課題「どんな『ごめんなさい』
を言うことができるとよいのだろう
か」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，その場にふざわしい挨拶を
することについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述した
りしている。  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.23 してはいけないことは 
○Ａ 善悪の判断，自
律，自由と責任③ 

１１月(１時間） 

ねらい 人として行ってはいけないことがあり，よいことと悪いことの区別をして生活
しようとする道徳的判断力を養う。 

教材 どうしよう......（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，「くつかくし」や「悪口・陰口」を行って，相手を傷つけてしまう主
人公たちと自分とを比べながら，感想や疑問を話し合うことで，人としてしてはい
けないことがあることについての問題意識をもつことができる。展開では，靴を隠
されたり悪口を言われたりしたときの気持ちや，周りの友達，家族，先生等の気持
ちに着目して考えることで，人として行ってはいけないことがあり，よいことと悪
いことの区別をして生活することが大切であることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，靴を隠したり，悪口や陰
口を言ったりすることについての感想
や疑問を話し合い，学習課題「どうし
て，『くつかくし』や『悪口・陰口』
は絶対にしてはいけないのだろう」を
つかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，してはいけない理由につい
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.24 
よいとおもうこと，よくないと
おもうこと 

○Ａ 善悪の判断，自
律，自由と責任④ 

※情報モラル 
１１月(１時間） 

ねらい よいと思うことをして生活するために，自分のしていることがよいか悪いかを
よく考えて行動しようとする道徳的判断力を養う。 

教材 おかあさんとの やくそく（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，お母さんとの約束を思い出してメールを打ち直した主人公と自分とを
比べながら，感想や疑問を話し合うことで，よいと思うことをして生活することに
ついての問題意識をもつことができる。展開では，最初にメールを打った時と打ち
直そうと思った時の主人公の気持ちに着目しながら考えることで，よいと思うこと
をして生活するためには，自分のしていることがよいか悪いかをよく考えて行動す
ることが大切であることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，メールを打ち直した主人
公についての感想や疑問を話し合い，
学習課題「どうして主人公は，よいこ
とをしようとしたのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分のしていることがよい
か悪いかを考えて行動することについ
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

     ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.25 すなおな気もちで Ａ 正直，誠実④ １２月(１時間） 

ねらい 明るく楽しい気持ちで生活することができるように，素直な気持ちで生活しよ
うとする道徳的心情を養う。 

教材 お月さまとコロ（わたしたちの道徳１・２年） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，始めは素直になれなかったものの，お月様との話をきかっけに素直な
気持ちをもって生活しようと決意する主人公と自分とを比べながら，感想や疑問を
話し合うことで，素直な気持ちで生活することについての問題意識をもつことがで
きる。展開では，主人公の心が晴れ晴れとした理由を，動作化をしながら考えるこ
とで，素直な気持ちで生活すると，明るく楽しく生活することができることに気付
くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，素直に友達に謝ろうと決
意する主人公についての感想や疑問を
話し合い，学習課題「すなおにすると，
心がはればれとするのはなぜだろう」
をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，素直な気持ちをもって生活
することについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述した
りしている。  ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.26 うつくしい心 Ｄ 感動，畏敬の念③ １２月(１時間） 

ねらい 人の幸せを願う心の美しさに気付き，美しいものに感動する道徳的心情を養う。 

教材 しあわせの 王子（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，王子とつばめの行動と自分とを比べながら感想や疑問を話し合うこと
で，人の幸せを願う心についての問題意識をもつことができる。展開では，王子が
自分のものを貧しい人に分け与えた理由と，つばめが王子と一緒に暮らすと言った
理由に着目して考えることで，人の幸せを願う心の美しさに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，王子とつばめの行動につ
いての感想や疑問を話し合い，学習課
題「お話の美しいところはどんなとこ
ろだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，王子とつばめの行動につい
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

      ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年２学期 

２年－No.27 けんこうなからだ Ａ 節度，節制⑦ １２月(１時間） 

ねらい 丈夫な身体で健康に過ごすために，好き嫌いをせずに食事をしようとする道徳
的心情を養う。 

教材 ふるさときゅうしょく（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，苦手意識のあるにんじんを思い切って食べてみる主人公と自分とを比
べながら，感想や疑問を話し合うことで，好き嫌いをせずに食事をすることについ
ての問題意識をもつことができる。展開では，畑で野菜を育てている祖父母の気持
ちに着目しながら考えることで，丈夫な身体で健康に過ごすためには，好き嫌いを
せずに食事をすることが大切であることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，苦手な食べ物を食べよう
とする主人公についての感想や疑問を
話し合い，学習課題「どうして，苦手
な食べ物も食べるのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，好き嫌いをせず食事をする
ことについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したり記述したりし
ている。    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年３学期 

２年－No.28 生きているサイン ◎Ｄ 生命の尊さ④ １月(１時間） 

ねらい 人間は，生まれた時から自分の力で「生きているサイン」を発していることに
気付き，命を大切にしようとする道徳的心情を養う。 

教材 おとうとの たんじょう（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，弟の「生きているサイン」を見守る主人公たちの姿から，命を大切に
することについての問題意識をもつことができる。展開では，「手が動く」「あく
びをする」「手があたたかい」などの自分の生きているサインを確かめ，感想を話
し合うことで，人間は生まれた時から自分の力で「生きているサイン」を発してい
ることに気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○生きていると感じる瞬間を発表し合
い，学習課題「自分にはどんな生きて
いるサインがあるのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，命の大切さについて自分と
の関わりで考えたりしたことを，発言し
たり記述したりしている。 

     ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・生活科「大きくなった今の自分・これからの自分」の学習が始まる前に扱えるとよい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.29 生きる力 ◎Ｄ 生命の尊さ⑤ １月(１時間） 

ねらい 自分の成長には自分自身の生きる力や家族の支えがあったことに気付き，かけ
がえのない生命を大切にしようとする道徳的心情を養う。 

教材 一まいのしゃしん（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，主人公が赤ちゃんだった頃，自分がけがをしながらも主人公を病院に
連れて行った主人公のお母さんの話から，今元気でいる主人公と自分とを比べなが
ら感想や疑問を話し合うことで，自分が今元気でいることに関わる力についての問
題意識をもつことができる。展開では，自分の中にある力やお母さんや医者からも
らった力に着目し，自分が元気でいられる理由について話し合うことで，自分の成
長には自分自身の生きる力や家族や周囲の支えがあったことに気付くことができ
る。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，自分がけがをしながらも
主人公を病院に連れて行ったお母さん
の話や今元気でいる主人公についての
感想や疑問を話し合い，学習課題「今
元気でいるのはどうしてだろう」をつ
かむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分が元気でいることに関
わる力について考えたりしたことを，発
言したり記述したりしている。 

 ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－生活科「大きくなった今の自分・これからの自分」 

家の人からの１回目のインタビューの後に行うとよい。 
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道徳 ２年３学期 

２年－No.30 大きくなったよ ◎Ｄ 生命の尊さ⑥ １月(１時間） 

ねらい 誕生から様々な出来事があって大きくなったことに気付き，生きることに素晴
らしさや喜びを感じる道徳的心情を養う。 

教材 わたしの ものがたり（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，教科書の主人公の成長の軌跡と自分とを比べながら共通点や相違点を
話し合うことで，自分の成長の様子についての問題意識をもつことができる。展開
では，誕生から現在までの自分の写真を見ながら，自分の成長の様子を「成長の道」
にまとめ，友達と伝え合うことで，誕生から様々な出来事があって大きくなったこ
とに気付き，生きることに素晴らしさや喜びを感じることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，主人公の「成長の道」と
自分との共通点や相違点を話し合い，
学習課題「自分は，どんな『成長の道』
を歩いたのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分の成長の様子について
考えたりしたことを，発言したり記述し
たりしている。 ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・生活科「大きくなった今の自分・これからの自分」の学習後に扱えるとよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.31 みんなのためにはたらくと 
◎Ｃ 勤労，公共の精
神③ 

２月(１時間） 

ねらい 周りの人の役に立つことを自分から進んで行うことで，人の役に立つことのう
れしさややりがいを得られることに気付き，周りの人たちの役に立つことを自分
から進んで行おうとする道徳的心情を養う。 

教材 花いっぱい，えがおいっぱい（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，自分から進んで村の人のために働き始めた主人公たちと自分とを比べ
ながら，感想や疑問を話し合うことで，自分から進んで働くことについての問題意
識をもつことができる。展開では，村の人のために働く上級生や中学生，お年寄り，
駅長さんの気持ちに着目しながら考えることで，周りの人の役に立つことを自分か
ら進んで行うことで，人の役に立つことのうれしさややりがいを得られることに気
付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，村の人のために働く主人
公たちについての感想や疑問を話し合
い，学習課題「どうして，自分から進
んで働こうとするのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分から進んで働くことに
ついて，自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。     ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年３学期 

２年－No.32 みんながつかう道 Ｃ 規則の尊重⑤ ２月(１時間） 

ねらい 公共の場は身の回りのいろいろな人が使う場であり，誰もが気持ちよく過ごせ
るように，公共の場を大切に使おうとする道徳的判断力を養う。 

教材 おとす人，ひろう人（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，ゴミを落とす人がいることに対して，ゴミを拾う「おじさん」と自分
とを比べながら感想や疑問を話し合うことで，公共の場所の使い方についての問題
意識をもつことができる。展開では，ゴミを捨てる，ゴミを拾う，何もしないの立
場から公共の場の過ごし方を考えることで，公共の場は身の回りの人が気持ちよく
使うことができるように大切に使うことが大切であると気付くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，自分からゴミを拾うおじ
さんについての感想や疑問を話し合
い，学習課題「みんなで使う道を，ど
のように使うのがよいのだろう」をつ
かむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，公共の場の過ごし方につい
て，自分との関わりで考えたりしたこと
を，発言したり記述したりしている。 

＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
・関連－学活「落とし物をなくそう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No33 がんばる力 
◎Ａ 希望と勇気，努
力と強い意志③ 

２月(１時間） 

ねらい 達成感や満足感を得たり，自分自身がより成長したりするために，やると決め
たことをしっかりと行おうとする道徳的判断力を養う。 

教材 おりがみ名人（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，自分でやると決めた折り紙のつる作りに向け，もっとよいものを作ろ
うと何度も努力する主人公と自分とを比べながら感想や疑問を話し合うことで，や
ると決めたことをしっかりと行うことについての問題意識をもつことができる。展
開では，本物のつるのようになるまで努力した場合とそうでない場合の主人公の気
持ちを比較しながら考えることで，達成感や満足感を得たり，自分自身がより成長
したりするためには，やると決めたことをしっかりと行うことが大切であると気付
くことができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，本物のつるになるように
何度も努力した主人公についての感想
や疑問を話し合い，学習課題「『わた
し』が，本物のつるのように折れるま
であきらめなかったのはなぜだろう」
をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，やると決めたことをしっか
りと行うことについて，自分との関わり
で考えたりしたことを，発言したり記述
したりしている。＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 
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道徳 ２年３学期 

２年－No.34 じぶんのよいところ Ａ 個性の伸長② ３月(１時間） 

ねらい 自分の特徴に気付き，自分のよいところを伸ばそうとする道徳的実践意欲と態
度を養う。 

教材 ミーボーしんぶん（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，小学２年生のときに魚に興味をもち，それからずっと魚について調べ
続けた主人公と自分とを比べながら感想や疑問を話し合うことで，自分の伸ばして
いきたいところについての問題意識をもつことができる。展開では，自分や相手の
興味のあることについて，友達と伝え合うことで，自分の特徴に気付き，自分のよ
いところを伸ばしていこうとする意欲を高めることができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，興味をもった魚について
調べ続けた主人公についての感想や疑
問を話し合い，学習課題「自分がのば
したいところはどのようなところだろ
う」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，自分の伸ばしていきたいと
ころについて，これまでの経験を基に発
言したり記述したりしている。 

    ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２年－No.35 しぜんといっしょに D 自然愛護② ３月(１時間） 

ねらい 自然と触れ合う中で楽しさを感じたり，その力強さを感じたりすることができ
ることに気付き，身近な自然に対して親しみの気持ちをもって生活しようとする
道徳的実践意欲と態度を養う。 

教材 さくらの木と いっしょに（「どうとく ゆたかなこころ」光文書院） 

主題 
構成 

の理 
由 

導入では，桜の木と共に過ごし，桜の木が大好きな主人公たちと自分とを比べな
がら感想や疑問を話し合うことで，身近な自然と触れ合うことについての問題意識
をもつことができる。展開では，主人公たちが桜の木と触れ合う中で抱いた気持ち
に着目して考えることで，身近にある自然と触れ合う楽しさや自然の力強さに気付
き，身近な自然に対して親しみの気持ちをもって生活しようとする思いを高めるこ
とができる。 

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞ 

導入 ○教材を読み，桜の木の周りで遊ぶこと
が大好きな主人公たちについての感想
や疑問を話し合い，学習課題「『ぼく
たち』は，さくらの木のどんなところ
が好きなのだろう」をつかむ。 

 

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の
解決に向けて話し合う。 

◇学習課題の解決に向けて多面的・多角的
に考えたり，身近な自然と触れ合うこと
について，自分との関わりで考えたりし
たことを，発言したり記述したりしてい
る。     ＜発言・表現カード＞ 

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
表現カードに記述し，発表し合う。 

 

【備考】 

 
 
 
 
 
 
 


